
美濃加茂市では、令和５年度を通して市民ワークショップや市民アンケートを経て新庁舎整備
における４つの候補地を選定しました。そして、今年度、４候補地の新庁舎整備可能性調査を行
いましたので、その結果概要をお知らせします。詳細情報については「みんなの新庁舎 ポータ
ルサイト」（右下二次元コード）よりご確認ください。

可能性調査の前提条件

新庁舎は、現庁舎（本館・西館）・分庁舎を統合した規模を想定します。
２つの国の基準※に現庁舎（本館・西館）および分庁舎の職員数を照らし合わせると、約９,０００㎡の面積が庁舎に必要と

なります。ただし、９,０００㎡には、これまでの検討の中で市民のみなさんからご意見をいただいた「市民交流スペース」や
「多目的スペース」等の面積は含まれていません。今後の検討のため、余剰施設等として５００㎡（本館１フロアの執務ス
ペース程度）を加算した、９,５００㎡を基本の規模とします。

また、各候補地に次の内容を加算します。
① 庁舎建物１階または地下部分に駐車場を設ける場合、駐車場から庁舎内への付属施設（階段、エレベーターなど）として

２００㎡を加算します。
② プラザちゅうたい敷地では、隣接する中央図書館が東図書館へ統合を検討する時期となっていることから、地域の図書

コーナーとして２００㎡を加算します。
③ プラザちゅうたい敷地で体育館機能を複合させる場合、体育館＋専用エントランスに必要な面積として６,０００㎡を加算

します。
※国土交通省及び総務省の基準

庁舎面積内訳（㎡） 現庁舎 ちゅうたい
ちゅうたい

（複合）
畜産研究所 大手町公園

庁舎

庁舎 9,500 9,500 9,500 9,500 9,500

駐車場からの
アクセス

200 200 200 - 200

図書コーナー - 200 200 - -

小計 9,700 9,900 9,900 9,500 9,700

体育館(複合） - - +6,000 - -

新庁舎に必要な延床⾯積 基本の面積は
9,500㎡

❷駐⾞場

❶庁舎

約５７０台分必要

新庁舎に想定する必要駐車台数（来庁者用及び公用車、職員用）は合計約５７０台です。
すべて平面駐車場で確保する場合、面積は約１.４ｈａ必要となります。
プラザちゅうたいにおいて、体育館機能を複合させる場合、体育館利用者の駐車場として、追加で１６０台程度が必要となります。
駐車場は敷地内で確保ができない場合、立体駐車場の建設や、候補地から半径５００ｍ圏内での確保を検討します。

整備地決定に向けての今後の予定

事業費

※1 ＲＣ造とは、鉄筋コンクリート構造の略で、柱や梁などの主要構造部に鉄筋とコンクリートを組み合わせた建築構造です。 
免震構造とは、建物と地盤の間に免震装置を設けて、地震時に免震装置が自身の揺れを吸収することで建物自体の揺れを軽減する技術です。

※2 設計・調査・工事監理に関わる費用および既存建物の解体費、立体駐車場がある場合はその整備費を含みます。
※3 プラザちゅうたいの建築工事費として約３７.８億円が別途必要となります。
※4 （ ）内の金額は複合建物全体の事業費となります。
※5 代替公園の整備費として約２億円と用地取得費用が必要となります。
※6 建物の残存耐用年数が２０年程度であるため、維持管理費も２０年間としています。
※7 道路整備費や用地取得・補償がある場合は、その費用を含みます。

⽐較評価

5

４候補地の新庁舎整備
可能性調査結果

４候補地の新庁舎整備可能性調査を実施しました！

４候補地の事業費・⽐較評価

新庁舎整備の最新情報はこちら https://minokamochosha.jp

発行者：美濃加茂市総務部新庁舎整備推進課

みんなの新庁舎
ポータルサイト

③ ④

A．建替え B．リノベーション A．庁舎単体
B．体育館との

複合

○ ○ ○ ○ △ ○

78.6億円

（ 109.2億円 ）

73.1億円

（ 103.7億円 ）

62.7億円

（ 91.2億円 ）

2.1億円

建築

造成・インフラ 3.2億円 5.5億円 37.5億円

67.9億円 48.0億円 73.6億円

内　建築工事費
（RC造で免震構造
の場合）

60.1億円 65.4億円

ー

① ②

現庁舎周辺 プラザちゅうたい周辺
畜産研究所

周辺

総事業費

71.1億円

5.8億円

73.1億円 81.8億円

44.6億円 62.7億円 65.3億円

大手町公園
周辺

48.0億円 78.9億円 83.9億円111.1億円

（参考）

40.1億円

（ 67.0億円 ）
38.0億円 40.0億円

維持管理費
（30年）

41.4億円 36.7億円 49.3億円

※1

※3

※4

※5

※2

※6

※ 令和６年度現在の単価で算出しているため、今後の物価上昇等によって金額が変更となる場合があります

凡例 〇：課題がないもの （2点） △：課題が小さいもの （1点） ▲：課題が大きいもの （0点）

議決事項 ※条例改正の必要があれば実施（移転の場合）

これまでの市民意見や市職員意見を踏まえ、
最適な整備地を協議する

市の政策決定

４候補地の
可能性調査結果

タウン
ミーティング

市職員
アンケート

令和6年実施 令和6年12⽉実施 令和6年12⽉実施

市
（総合政策会議）

市議会・
新庁舎建設特別委員会

令和7年1⽉

令和7年2⽉

令和7年3⽉

令和7年3⽉

整備地（案）
決定

整備地決定

令和７年度
新庁舎整備基本計画１つの整備地決定後

令和７年度も「おでかけワークショップ」を随時開催し、
整備地決定内容の報告＆整備地や新庁舎に求めることを聞いていきます！

市議会・
新庁舎建設特別委員会

提出先
美濃加茂市総務部新庁舎整備推進課（本館３階）
開庁時間８：４５～１６：４５（土日祝を除く）
〒５０５－８６０６ 岐阜県美濃加茂市太田町３４３１番地１
メール：shinchosha@city.minokamo.lg.jp

今後の新庁舎整備において参考とさせていただきますので、本資料に対するご意見をお寄せください。
住所及びご氏名（公表はしません）、ご年齢を添え、郵送、ご持参（任意様式）またはメールにてご提出ください。

※7

１

【タウンミーティング】
可能性調査等を踏まえた市の考え方を
示しながら市民の皆さんと対話

【市職員アンケート】
４候補地のうち整備地に相応しい場所と
その理由

提出期限：令和７年１月２７日（月）

整備地に対する市⺠の皆さんのご意⾒を募集しています！

（借地の場合もあり）

③ ④

A．建替え B．リノベーション A．庁舎単体 B．体育館との複合
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○
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○ ○ ○ ○ ▲

立地適正化計画
※市役所は誘導施設

仮設庁舎の必要性

用地確保

駐車場台数

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ △

○

○ ▲ ○ ○ ○ ○

○

大手町公園周辺

①

現庁舎周辺

②

プラザちゅうたい周辺
畜産研究所周辺
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①Ａ 現庁舎周辺

①Ｂ 現庁舎周辺（リノベーション案）

③ 畜産研究所周辺

②Ａ プラザちゅうたい周辺

②Ｂ プラザちゅうたい周辺（体育館複合）

④ 大手町公園周辺

２

整備のイメージ案
N

① 現在の駐車場位置に新庁舎を建設するため、工事中は敷地外に
来庁者用の駐車場を確保する必要がある。

② 浸水想定区域のため、水害対策が必要。
③ 敷地北側が住居地域であるため、高さ制限や日影規制（建築基

準法）の影響により、庁舎の建設範囲が限られる。

❶現庁舎周辺における新庁舎整備のメリット

❷現庁舎周辺における新庁舎整備のデメリット

生涯学習
センター

平面駐車場（庁舎１階を含む）
（駐車台数：１３０台）

バス停
中山道 太田宿

一般車両用
ロータリー

駐輪場

駐輪場

生涯学習センターへの
車両動線を確保

① 庁舎機能を維持したまま工事ができ、完成後の引越しに必要と
する期間・費用も抑えることができる。

② 大きな造成工事を必要とせず、造成費を抑えることができる。
③ 周辺に駐車場用地として借地している敷地が多いため、駐車場

の確保が比較的容易である。

１階の大部分を駐車場とし、
駐車台数確保とともに浸水
による水損を抑制

新庁舎
地上７階建て

眺望

新庁舎 施設規模 駐車台数（必要台数 ５６７台）

敷地面積 約7,200㎡ 敷地内駐車場 1３０台

延べ面積 約１０,７００㎡

庁舎 約９,７００㎡

１階駐車場・
駐輪場

約１,０００㎡
敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

４３７台
（追加借地なし）

階 数 地上７階 ※分庁舎は解体し、新庁舎用の敷地外駐
車場として活用する。
（駐車可能台数８０台）高 さ 約２９ｍ

リノベーションのイメージ案

本館

西館
道路側に位置し、立ち入りやすい増築棟に
市民サービスを行う部門をまとめて配置

耐震補強により空間が
分断され、庁舎機能として
使いにくい本館１階は
市民交流スペースとして活用

１階の大部分を駐車場とし、
駐車台数確保とともに
浸水による水損を抑制

N

増築棟
地上５階建て

生涯学習
センター

生涯学習センターへの
車両動線を確保

① 庁舎機能を維持したまま工事ができ、完成後の引越しに必要と
する期間・費用も抑えることができる。

② 市民に馴染みのある庁舎を活用できる。
③ 完全新築と比較すると整備費用が抑えられる。

❶リノベーションのメリット

❷リノベーションのデメリット
① 耐震補強、リノベーションした場合も現庁舎は２０年後に建替

えが必要となる。
② 現在の駐車場位置に増築棟を建設するため、駐車場の必要台数

を確保できない。
③ 浸水想定区域のため、水害対策が必要だが、既存棟は対策が難

しい。
④ 現庁舎（本館・西館・増築棟）＋分庁舎の維持管理が必要とな

るため、維持管理コストが高くなる。

新庁舎 施設規模 来庁者用駐車台数（必要台数 １０４台）

敷地面積 約7,200㎡
敷地内駐車場 １０４台

延べ面積 約９,６００㎡

本館・駐輪場
（既存）

約２,８００㎡ 公用車・職員用台数（必要台数 ４０２台）

西館（既存） 約１,７００㎡

敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

４０２台
（追加借地なし）増築

棟

庁舎 約３,８００㎡

１階駐車場 約７００㎡

その他倉庫等
（既存）

約６００㎡

階 数 （増築棟） 地上５階

高 さ （増築棟） 約２１ｍ

整備のイメージ案

N

新庁舎
地上６階建て

一般車両用
ロータリー

平面駐車場（庁舎１階を含む）
（駐車台数：２７５台）

１階の大部分を駐車場とし、
駐車台数確保とともに浸水
による水損を抑制

敷地南側が住居地域、北側が近隣商業地域
→建築基準法による斜線制限や日影規制の
制限により、庁舎建設範囲が限られる

中央図書館は東図書館との統合を検
討する時期となっているため、駐車
場用地として活用し、庁舎内に図書
コーナー（２００㎡程度）を見込む

敷地北側が住居地域
→建築基準法による斜線制限や日影規制
の制限により、庁舎建設範囲が限られる

新庁舎供⽤開始予定：令和１２年度

新庁舎（全館）供⽤開始予定：令和１３年度

新庁舎供⽤開始予定：令和１２年度

新庁舎 施設規模 駐車台数（必要台数 ５６７台）

敷地面積
約１３,０００㎡
（図書館敷地
含む）

敷地内駐車場 ２７５台

延べ面積 約１１,４００㎡

庁舎 約９,９００㎡ 敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

２９２台
（追加借地なし）

１階駐車場・
駐輪場

約１,５００㎡

階 数 地上６階 ※分庁舎は解体し、新庁舎用の敷地
外駐車場として活用する。
（駐車可能台数８０台）高 さ 約２５ｍ

① 立体駐車場を整備せずに敷地内及び敷地外で駐車台数を確保す
ることができる。

② 複合的な公共施設整備が期待できる。

① 敷地内に地下調整池の設置を検討する必要がある。
② 浸水想定区域のため、水害対策が必要。
③ 敷地南側の住居地域における高さ制限（建築基準法）や敷地北

側の近隣商業地域における日影規制（建築基準法）の影響によ
り、庁舎の建設範囲が限られる。

❶プラザちゅうたい周辺における新庁舎整備のメリット

❷プラザちゅうたい周辺における新庁舎整備のデメリット

整備のイメージ案

N

新庁舎供⽤開始予定：令和１３年度

高層部：体育館

低層部：新庁舎
① 立体駐車場を整備せずに敷地内及び敷地外で駐車台数を確保す

ることができる。
② 体育館との複合とすることで、各々を単体で建設するよりも安

価に建設することができる。
③ 庁舎と体育館は利用者のピークの時間帯が異なる（庁舎は平日

昼間の利用が多く、体育館は休日や平日夕方以降の利用者が多
い）ため、施設や駐車場を効率的に活用できる。

① 敷地内に地下調整池の設置を検討する必要がある。
② 浸水想定区域のため、水害対策が必要。
③ 敷地南側の住居地域における高さ制限（建築基準法）や敷地北

側の近隣商業地域における日影規制（建築基準法）の影響によ
り、庁舎の建設範囲が限られる。

④ 庁舎の利用者に加え、体育館の利用者数も想定した駐車台数の
整備が必要。

❶体育館複合における新庁舎整備のメリット

❷体育館複合における新庁舎整備のデメリット

新庁舎 施設規模 駐車台数（必要台数 730台）
（内訳）庁舎 567台

体育館 １６３台敷地面積
約１３,０００㎡
（図書館敷地
含む）

延べ面積 約１8,3００㎡ 敷地内駐車場 ２61台

庁舎 約９,９００㎡ 敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

469台
（追加借地なし）

体育館 約6,000㎡

１階駐車場・
駐輪場

約2,4００㎡

階 数 地上６階 ※分庁舎は解体し、新庁舎用の敷地
外駐車場として活用する。
（駐車可能台数８０台）高 さ 約２8ｍ

平面駐車場（庁舎１階を含む）
（駐車台数：２６１台）

敷地南側が住居地域、北側が近隣商業地域
→建築基準法による斜線制限や日影規制の
制限により、庁舎建設範囲が限られる

１階一部を駐車場、１階～３階を庁舎機能、
４階～６階を体育館機能とした複合庁舎

１階の大部分を駐車場とし、
駐車台数確保とともに浸水
による水損を抑制

整備のイメージ案
N

新庁舎
地上２階建て

調整池

前平公園

新庁舎 施設規模 駐車台数（必要台数 ５６７台）

敷地面積 約50,000㎡ 敷地内駐車場 ６５７台

延べ面積
約９,６００㎡

敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

０台

庁舎 約９,５００㎡

駐輪場 約１００㎡

階 数 地上２階

高 さ 約９ｍ

① 敷地が広く、勾配も大きいため、他の候補地に比べ膨大な造成
費がかかる。

② 幹線道路に接続するための道路を整備する必要があり、民地を
含めた用地取得が必要となる。用地取得の進捗により新庁舎整
備が長期化する恐れがある。

③ 開発許可や造成工事に時間を要する。
④ 土壌調査により、新庁舎整備の長期化および対策費用が必要と

なる可能性がある。
⑤ 隣接する県有地に豚コレラにより廃棄処分された豚が埋設され

ているため、道路敷地等として活用する場合には対策が必要。

① 敷地内に平面で必要駐車台数を確保することができるため、立
体駐車場や民地借上げに比べ、駐車場の維持管理費を抑えるこ
とができる。

② 敷地が広いため、建物の配置計画の自由度が高い。
③ 前平公園の隣地のため、緑豊かな周辺環境である。

❶畜産研究所周辺における新庁舎整備のメリット

❷畜産研究所周辺における新庁舎整備のデメリット

新庁舎供⽤開始予定：令和１４年度以降

自動車のアクセスおよび２方向道線の確保のため、
西町作り洞線からの拡幅・新設道路（幅員９ｍ）および
西町作り洞線の改良（右折レーン）、
山手線からの拡幅・新設道路（幅員９ｍ）、
山手線の改良(右折レーン)が必要
→山手線側は岐阜県との用地交渉および、山手線
へつなぐための用地取得が必要

敷地が広いため、低層庁舎
（２階建て）を計画

県有地

現状、丘陵状の敷地であり、
庁舎建設・駐車場整備のため
大規模な造成工事が必要

敷地内に高低差があるため、
歩行者通路・車路の傾斜が
大きくなる

平面駐車場
（駐車台数：657台）

山手線へ

整備のイメージ案

N

新庁舎
地下１階
地上５階建て

立体駐車場

駅北ロータリー

① 駅に近接しており、公共交通（電車、バス等）でのアクセス性
に優れる。

② 敷地内に既存建物が少ないため、建物撤去や造成費を抑えるこ
とができる。

① 都市公園であるため、同規模の代替都市公園を新たに整備する
必要がある。

② 周辺に市有地が少ないため、必要駐車台数を確保するためには
敷地内に大規模な立体駐車場を整備する必要がある。

③ 敷地が狭いため、立体駐車場も整備すると容積率が厳しくなり、
庁舎機能以外の用途を入れる余地がない。

❶⼤⼿町公園周辺における新庁舎整備のメリット

❷⼤⼿町公園周辺における新庁舎整備のデメリット
一般車両用
ロータリー

立体駐車場
（駐車台数：３５１台）

公用車は地下駐車場を利用
（駐車台数：５４台）

コミュニティバスは
駅北ロータリーを利用

南側の窓面やデッキからのトレインビューで
待ち時間も楽しめる

敷地周辺が住居地域
→建築基準法による日影規制の制限により、
庁舎建設範囲が限られる

平面駐車場
（駐車台数：３５台）

新庁舎 施設規模 駐車台数（必要台数 ５６７台）

敷地面積 約８,000㎡ 敷地内駐車場 440台

延べ面積
約１９,５００㎡

敷地外駐車場
（半径５００ｍ圏内）

127台

庁舎 約９,７００㎡

地下１階駐車場・
駐輪場

約２,３００㎡

立体駐車場 約7,500㎡

階 数 地上5階
地下1階

高 さ 約21ｍ

新庁舎供⽤開始予定：令和１４年度以降

中央図書館は東図書館との統合を検
討する時期となっているため、駐車
場用地として活用し、庁舎内に図書
コーナー（２００㎡程度）を見込む

この情報は整備地を選定するために情報整理・概算事業費を算出した⼀例であり、建物や駐⾞場の形状等で確定したものではありません


